

























































About positioning pattern of the Side-shooter in the Handball
キーワード：ハンドボール・ゲーム分析、ポジショニング
八尾　泰寛　　高野　亮
98
①プレーイングエリア内
②アウトサイドエリア内
③アウトサイドエリア内のコーナー
2）	 助走歩数
①0歩
②1歩
③2歩
④3歩
3）	 踏み切り足
①利き足（右利き⇒左足、左利き⇒右足）
②逆足（右利き⇒右足、左利き⇒左足）
③両足
4）	 非利腕側の上体（肩）の向き
①ゴールライン方向を外側
②ゴールキーパー方向を真直とする。
③ゴールキーパーラインからゴールエリア方向
を内側とする。
3.	 結果および考察
3−1.　全14試合における各パターン割合
　全14試合におけるパターン割合を図4に示した。
全14試合のシュート数は1263本であり、そのうちサ
イドシュート数は293本でポジション1の割合23.9%、
ポジション2の割合59.0%、ポジション3の割合
17.1%であった。助走では、0歩1.0%、1歩2.0%、図2　ランニングパターンからの跳躍方向
図1　ビデオカメラ撮影位置および競技場
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2歩54.9%、3歩42.0%であった。踏切足では利き足
39.6%、非利き足60.1%、両足0.3%であった。踏切
後の空中における非利腕側の上体（肩）の向きでは
外側5.8%、真中43.3%、内側50.9%であった。シュー
トを成功させる要因を図3に示し、「サイドシュート
はシュートを行う位置からゴールポストを結んだ線と
ゴールエリアラインとの角度が10度から40度の範囲
で行われるシュートである」と述べられ3）、ポジション
2から動き出し、助走は2歩、非利き足で踏み切って
いることからサイドシュートへのボール保持位置は攻
撃側の空間を広げ優位な状況を作り、防御側にボー
ルを奪われないように助走を行い、シュート角度を大
きくする踏切を行っていることが伺える。
　
3−2.　ポジショニングから助走歩数について
　ポジショニングから踏切足までの助走歩数割合を
図5に示した。ポジショニングから踏切動作までの
助走は約95%が2歩および3歩であった。ポジショ
ン1では助走2歩32回、3歩34回で、ポジション3
では助走2歩23回、3歩25回で差は見られなかっ
た。ポジション2では助走2歩106回（61.3%）、3歩
64回（37.0%）と2歩にて踏切までの助走を行っている
割合が高かった。サイドシュートへの展開は、バック
プレーヤーからのずらしパス、とばしパス、逆パス、
味方のシュートリバウンドなどがあげられるが、味方
チームのパサーとのコンビネーションもボール保持
時のポジショニングから助走（いわゆる動き出し）が
重要であることが示された。ポジション1の助走2歩
では、攻撃側の空間、シュート角度が狭い状態であっ
たことが考えられる。他のポジショニングおよび助走
では、ボールを最大限に持って歩ける助走3歩以内
で、防御側の視野外の位置取り、ボールをもらう前
の動き出しから攻撃側の空間を広く利用し、シュート
角度により、相手チームの最終防御者であるゴール
キーパーの防御を攻略する条件が揃っていることが
推察された。
　
3−3.　踏切足のパターン
　踏切足別の割合を図6に示した。ポジショニング
における割合は、ポジション1、踏切足の利き足37
回、非利き足33回で、ポジション3では踏切の利き
足、非利き足とも25回で差は見られなかった。ポジショ
ン2、利き足54回（31.2%）、非利き足118回（68.2%）
と差が見られた。シュート成功率では、ポジション2・
3で非利き足踏切が高く、全体においても非利き足が
高い値であった。ゴールキーパーに対し距離のある
ロングシュートやミドルシュート、速攻時のノーマーク
図3　踏切時に必要とされるシュート角度
図5　踏切足までの助走歩数割合
図4　全14試合における各パターン割合
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シュート（ゴールキーパーとの1対1）はスピードボー
ルが必要とされ2）、スピードボールを投げるには右
利きは左足、左利きは右足の利き足で強く踏切、高
いジャンプ、空中でのバランス維持などシュートパ
ターンとして一般的とされているが、サイドシュートの
場合、ゴールキーパーに対し近距離からの踏切とな
ることで、非利き足での踏切はシュート角度を小さくし
ない、踏切までに時間を失わない、空中での上半身
の捻りなどの要素によりシュート角度が広げられ、強
いシュートが可能となり相手ゴールキーパーに対して
もタイミングの変化が行えることが考えられる。
　3−4.	　非利腕側の上体（肩）の向き
　上体方向別の割合を図7に示した。ポジショニン
グにおける割合は、ポジション1で助走歩数が必要
とされ、外側21.4%、真中41.4%、内側37.2%であった。
ポジション2・3では、踏切後の上体の向きはゴール
キーパー方向、ゴールキーパーライン方向を向いて
おり、シュート成功率では、各ポジショニングともに
踏切後の空中での上体は、ゴールキーパーライン
方向が7割近い成功率であった。ポジション2・3で
は、防御側の視野外の位置取り、攻撃側の空間利
用、腕の動きによりシュート角度が広げられることから
ボールリリース時のタイミング、球速の変化により相
手最終防御者であるゴールキーパーの対応遅れを
生じさせ、シュート成功率につながっていることが推
察された。
　また、ポジション1においてゴールライン方向（外
側）を向いたシュート成功率は約5割近いことから
シュートコースを分析したところ、シューターから見
て、ゴールポストが遠い方向のシュート成功率が
57.1%と高く、シューターの上体の開きからゴール全
体が把握でき、相手ゴールキーパー側では、ゴー
ルポストに近い方向へのシュートと見えることで誤った
判断をさせていることが考えられる。
4.	 まとめ
　本研究では、大学女子におけるサイドシュートの
パターンを分析し成功要因を検討した。
結果として、以下のような所見を得た。
1）	サイドシュートを行う際に防御側にボールを奪
われないようにすることは重要であり、有利な
空間を生み出すには、ポジション2・3からの
助走（動き出し）が重要である。
2）	サイドシュート時の踏切では、ゴールキーパー
に対し近距離からの踏切となることで、非利き
足での踏切はシュート角度を小さくしない、踏
切までに時間を失わない、空中での上半身の
捻りなどの要素によりシュート角度が広げられ、
強弱のシュートが可能となり、シュート成功率
が高いことから大学生女子には非利き足での
踏切が有効である。
図6　踏切足別割合
図7　上体別割合
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3）	 日々のトレーニングでは、踏切後の空中での
上体は、ゴールキーパーライン方向を向き、
ポジション2・3からのサイドシュート行うことが
重要である。
5.	 付記
　本研究は、平成21年度東京女子体育大学実践
研究活動補助費による研究成果の一部である。
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